
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　由

　上告代理人和田珍頼の上告理由第一点について。

　商法五二六条は、その法文および立法趣旨から明らかなように、売主および買主

の双方が商人である場合の売買契約に関する規定であると解すべきである。そして、

本件自動車の売買契約においてはその買主である被上告人が商人であることを認め

るべき証拠がないとした原審の判断は、本件記録に照らし、首肯することができな

いわけではない。したがつて、原判決に所論の違法はなく、論旨は、右法条を正解

しないで、独自の見解を主張するものにすぎず、採用することができない。

　同第二点について。

　本件自動車の車体後部のガラス窓部分における雨漏りの瑕疵は、上告人の再三に

わたる修理の試みにもかかわらず、結局修理されないままに終つたとした原審の認

定判断は、原判決（その引用する第一審判決を含む。以下同じ。）挙示の証拠関係

に照らして、肯認することができないわけではない。原判決に所論の違法はなく、

論旨は、ひつきよう、原審の適法にした証拠の取捨判断および事実の認定を非難す

るに帰し、採用することができない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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